
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 議会運営事業 担当課 議会事務局

細分化した事業名 議会報告会開催事業

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 人が集う交流のあるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 市民と行政の協働によるまちづくり

施策 開かれた行政の推進

関連する個別計画等 根拠条例等 韮崎市議会基本条例

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的
議員発議で制定し、平成２５年４月１日から施行している「韮崎市議会基本条例」において、議会報告会は少

なくとも年１回は開催することを定めている。市民参加及び市民との連携を図るため、議会活動を報告すると
ともに意見交換を行い、市政の発展につなげていく情報の交換の場として活かしていく。

事業の手段 

・市内を小学校区で分け、各地区の代表者と協議し、議会からお願いする期間内での１日で開催することを原
則として開催日時を調整して実施している。
・議員からの報告項目として、各会場での共通したテーマと開催場所（区域）での課題をテーマとする２本立

てで行っている。

事業の対象 市民（他市町村の方でも参加希望があれば可。）

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 0 47 42
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 ０ 47 42

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.2 0.2 0.2

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 1,298 1,359 1,343

D 総事業費(A+C) (千円) 1,298 1,406 1,385

主な事業費用の

説明 
参加者飲み物代、会場使用料 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

活動指標

１ 議会報告会開催 開催回数 ５回 ５回 ５回 

２

３

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１

現在、市内には５小学校あり、開催会場の設定の折に地域ごとの区割りをする際にも各地域の住民
から理解を得られよう、議員がそれぞれ地域において働きかけている。
各会場の報告会は、地域から選挙されている議員が主体となって行っているので、それぞれの地域

が抱える課題について、現状や議員の活動状況、今後の取り組みについて、実情に即した踏み込んだ
意見交換が行われる。

２



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１ 参加人数（男性） 実施会場の男性参加合計人数 284 290 246

２ 参加人数（女性） 実施会場の女性参加合計人数 33 27 22

３ 参加者からの意見総数
５会場で参加者から発言され
た意見、質疑の総数

40 53 47

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
例年農繁忙期を避け 8月下旬に開催しているが、27年度は秋に議員一般選挙の執行が予定されて
いたので 6月下旬から 7月上旬の開催となったが、早くから周知したこともあり、概ね例年同様の
参加者数を得られている。

２ 女性の参加者が少ない。

３

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
・市民の関心が高い案件に特化して、参加対象者をある程度絞り込んだ報告会の開催を検討している。
・参加者皆さんが、各々発言できるような報告会の運営（進行）方法を検討している。
・開催曜日や時間帯など、女性が参加しやすい環境づくりについて検討している。
・表題（議会報告会）の改正も検討事項として挙げられている。

過去
の 
改善
経過

・報告会の実施日は地域から要望のあった日時（農業が多忙な時期を避ける）として、多くの方が参加しやすい開催時期の設
定に努めている。

・議会側からの一方的な活動報告をすることから、開催区域にかかる住民の関心事項、課題を地区テーマとして取り上げると
ともに、各会場で共通した議会活動に関わるテーマを報告事項として設定することによって、地域の住民はもとより、他地域
からも参加しやすい環境づくりに努めている。

・各会場で出された意見、質疑をまとめて一覧とし、当日の開催状況として一読してもらえるよう地域ごとの回覧を行ってい
る。
・女性団体連絡協議会の打ち合わせ会に出席したり、役員を介して女性の積極的な参加を依頼している。

課長所見

本事業は議員が主体となって企画、推進している事業であるが、議会を身近な存在として、また関心を

持ってもらうために、参加する方の関心が高い報告事項や要望等も受けながら、継続していくことが大切

と考える。


